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2024年7月1日（月）　雨

　梅雨本番、一昨日土曜の日中に晴れたのはさいわい、また昨日から
雨。さすがに蒸し暑く、今朝は事務所に着いたと同時に冷房をいれた。
今日から７月、７日は小暑。夏本番にも入り、月末にかけての体調管理、
さらに重要。

―　ふりかえり、心づもり　―

　今年も半分すぎた。いつもながら、あっという間に時間はすぎる。プライ
ベートで一つ大きなタスクがある。今年実行するつもりだったが、「諸般
の事情」が許さない。

　“自然の成り行きにまかせるのも、また一つ”と自分にいい聞かせてみ
て、頭をよぎる、『「割り切り」とは魂の弱さである』（亀井勝一郎）。なか
なか厳しいお言葉。

　ふり返ってみると、今年前半はプライベートで例年と違う変化があっ
た。大きなタスクはこのまま来年に持ち越しになりそうだけど、祝福ごと
が一つあった、きょうだいに。これでチャラと考えようか。

　むこう半年、年末までの仕事の予定はある程度きまり、だいたいの流
れは読めるが、プライベートもふくめ、想定外のことはいつでもあり得
る。暗に心づもりできるようになって久しい。

　実際どうであろうか。もしあり得るとすれば…、今のところ２つのことが
思い浮かぶ。念頭には入れておいて、観察の目を持つようにしよう。何も
なければそれに越したことはない。

　さて半年後の年末にはどうふり返っているだろう。

2024年7月3日（水）　曇→晴

　窓から見えるのは隣のビルのオフホワイトの壁、そこに太陽が照り、反
射光が眩しい。さぞかし外は蒸し暑い、早めに買い物に出ていてよかっ
た。大阪は３３℃まで上がるらしい。今日はあまりムリしない方がいい。

―　中間地点　―

　６月の終わりの段階での「残り半分」感と、７月に入ってからの感覚が
変った。残り感が一気にくる。そのせいか、９月まで用意していた月間
日々メモのフォームを１２月分まで作った。

　常時３ヶ月分を見渡せるようにしてあるが、さらに３ヶ月足して、年末ま
でのざっくりとした予定を仮書きして、７月から１２月、１２月から７月と
ゆっくりと眺める。しだいに来年のことも視野に入ってくる。

　目の前の仕事は、どうあれ頭もカラダも動かざるを得ないが、いわゆ
る「戦略的業務」は、『日常業務は戦略的業務を駆逐する』。目に見え
るようにいても、ハードルが予想されることならなおさら、いやいや、そも
そも戦略的業務はハードルを伴うのが常であるから、〈腰が引ける〉。
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　時にはそれが本当に必要かどうかを自問する。実際は心からは望ん
でいないことだったりすると、当然、気は進まない。考えあぐねて、最終的
に削除したものもある。

　その判断はそれでよしと考えるしかない。未来に訪れる出来事や現象
は違ったものになる可能性はあるが、何がどう自分に跳ね返ってきて
も、あるいはそれほど変らなくても、すべては自分の問題。

　今年も残り半分ということで、そんなこんなことをつらつら考える。中間
地点の休憩場、態勢維持の息継ぎのようなもの。

2024年7月5日（金）　晴

　まるで梅雨明けしたような青空、日の出の時点で今日の猛暑を知らせ
る陽ざし。屋外で仕事する人は危険。昨夕のニュースで公園の清掃を
する女性へインタビュー、視聴するこちらの居心地すこし複雑。

―　自然　―

 　昨朝、“うん？　セミ？”。耳を澄ますと、たしかに蝉の声。まだ声ならし
の感じで、すぐにやんだけど。

　３月の下旬から、自然音を聴いている。動画サイトにたくさんアップさ
れているし、専門サイトもあった。ラジオ番組や音楽とはすっかりご無沙
汰。

　事務所では朝からずっと流している。仕事の集中を誘うわけではない
と思うけど、寄りそって伴走or伴奏してくれるような…。生の音でなくて
も、それなりに効用はある。

　ちなみに、カナダの大学の研究によれば、「鳥のさえずりはストレスとい
ら立ちの軽減に最も効果的な一方で、水の流れる音はポジティブな感
情や健康増進に最も効果的であった」とか。

　なぜそうなのかと問われて研究者が語ったのは、中井先生のいう「太
古からのリズムがひそんでいる」という話につながる。人間は自然の音
や環境をよしとするように出来上がったよう。

　だから経験的にわかる自然のもつチカラを。ただそういう機会がない
と学べない。『あなたの子どもには自然が足りない』（リチャード・ルー
プ）という本があるらしい。

　『沈黙の春』の「レイチェル・カーソン」は、『子どもを自然の世界に紹
介する時、知ることは感じることの半分も重要ではない』と言ったとい
う。大人がうまくリードしなければ…。

　生まれ育った環境そのものが自然がいっぱいなら、どうだろう。進路に
もけっこう影響していることは科学者などのプロフィールでよく知るとこ
ろ。

　今からもう20年以上前、夏本番の７月末に信州・木崎湖へ旅したと
き、眼前にそびえる山々を見ながら思った、“こういうところで生まれ育っ
たら、もう都市には住めないなぁ…”。
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　都市で生まれ育ったから、旅から帰ってこられたものの。

2024年7月8日（月）　晴

　先週後半からほぼ猛暑日の気温、梅雨の晴れ間というには暑すぎる。
できればあまり動かず、体力を維持したい。ということで昨日、家のそう
じも簡単に済ませた。「無理は禁物」と言い訳をして。

―　心くばり送り　―

　今朝話した６日の「大失敗」のことを少し掘り下げてみよう。「拠点ゼ
ミ」の開始時間前、今回は車座でのセッションだから、椅子が円形に配
置され、会場へ入ってきた参加者は好きな席に順に座っていく。その頃
合いにこちらから声をかけたり、話しかけたりしている状況だった。

　そこへ旧知の参加者が入ってきて、すぐ傍にきて、何かをそっと、控え目
な声で「・・・食べてください」と手渡してくれた。一見し、和の包装紙と
大きさ、厚みから、どら焼きのようなものが３つほど入っている感じがし
た。中身が何かは見えなかった。

　だからてっきり個人宛と思い込んだ。あわてて自分用の演台にそれを
置いた。「食べてください」の前の部分が、頭に入らなかった。小声だっ
たこともあるが、こちらの方が言葉を捉えられなかったのだと思う。

　早めに着いた参加者、順次入ってくる人などに気に向いて、とられてい
て、聴覚が広い音をひろい、ピンポイントの言葉を捉えにくくなっていた
のではないか。

　帰りがけに、たぶんご本人はこちらを気づかって、小声で〈想定外〉
だったことを話されたようだったが、この時もまた順次帰る他の参加者
の人たちのことにも気をとられて、しっかり聴きとれずじまいだった。
　
　これらに気づいたのは、事務所に戻ってお土産の袋をあけてからのこ
とだった。どら焼きなどではなく、洋のチョコレートだった。それも個装し
てあって20個ほど入っていた。

　“うん…？、あぁ…！”。ゼミの開始前、終わって帰りがけに小声で話され
たことが、「みなさんで」だったのか！と気づいたのだった。まさかこの包
装紙から中身がチョコとは…。

　何ごとも些細なことが結果を左右することが多い。せっかくの心くばり
を台無しにしてしまったのは大失敗。すぐさまお詫びをして、相手は変る
が他のみなさんへ、「恩送り」ならぬ、「心くばり送り」をしよう。

2024年7月10日（水）　曇り

　ようやく曇り空、先週後半からの猛暑晴れはひどかった。近畿は今のと
ころ雨が少ない。でも日本海側は今日も猛烈な雨。知人が何人かいる
ので、顔がうかぶ。被害のないことを願うばかり。

―　謎解き　―
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　「私がどのようにして今の私になったかは、私にとってはささやかとは
いえない謎でありつづけた」と、60代半ばになっても「中井久夫」がい
う。

　“ワタシは何故こういうワタシに出来上がったのか…”と最初に自分に
問うたのは1995年の初夏だった。解く手がかりはやはり本がてっとり
早い。図書館で一日すごす休日が何度もあった。

　よい本に出会ったおかげもあって、答えは得られた。過去の出
会いの意味合いが刷新された。あらためて頻繁に音信をとるよう
にもなった。その過程でまた学ぶことがあった。

　しかし、中井先生にして「謎でありつづけた」と言わしめるほど、そんな
簡単に答えが得られるものでない。今も何かの折に、なぜワタシはこう
なんだろうと頭の中でつぶやくことがある。

　人の出会いが謎解きの中心であることは間違いないのだけど、10年
ほど前から存在感を増してきたのが、読書。

　読んできた本が精神糧になっているとは自覚はしていたけど、その度
合は想像を絶するほどではないかと数年前から感じている。知らずしら
ず精神の糧になり、感性の働きの素になっていた…。

　他にも、両親のあり様をはじめ、謎解きのタネがいくつかある。数日前
のニュースに、「約133億年前の宇宙に球状星団の祖先の星団発見」
というのがあったが、人間個人の過去も宇宙のどこかに存在していな
いか？

　それはないとして、生きるというのは自分を知る旅なんじゃないかと
時々言っている。これはまったくの実感であって、けっして感心をねらって
のことではない。謎解きが続くから、人生たのしいともいえる。

2024年7月12日（金）　雨→曇

　昨夜は久しぶりにクーラーなしで眠れた。今朝も気温が低めでラクに
出かける準備ができた。なんとなく気分も軽やか。この差は大きい、生
活の質にかかわる。来週末には梅雨明けの予報、夏はまだこれから。

―　野心　―

　何かしら思考をめぐらすきっかけは大抵、外からやってくる。人や出来
事を見聞きして、それが尾をひき、自分の中で対話する。

　「野心」という言葉が頭をもたげる。野心、時にはあまりいい意味でと
らえられないけど、こういう〈知ってるつもり〉の言葉ほど辞書を開いて
みるのがいい。

　「野心」とは、１ ひそかに抱く、大きな望み。また、身分不相応のよくな
い望み。野望　２ 新しいことに取り組もうとする気持ち。

　２．の意味合いからしてやはり、〈適度〉な野心が自分の潜在能力を引
き出すことは間違いない。
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　「野心」とくれば、「大志」。これは「大きなこころざし。将来に対する遠
大な希望」。似た概念だけど、野心には情性あるいは野性、大志には理
性から発しているような…。

　ちなみに、情とは、１ 物に感じて動く心の働き。感情　２ 他人に対する
思いやりの気持ち。なさけ。人情。３ まごころ。誠意　４ 意地、他。
野性とは、「自然のままの性質、本能のままの性質」

　こう書いて調べてみると、自分には野心がない思っていたことが、そう
でもないように感じられる。大志ではなくて、志はあるつもりでいるから。

　じゃその志はというと個人的には、理性はともなっていても、情的で野
性に端を発した、自然のまま、本能のままからのものという気がする。と
いうことは、志よりも野心方がの合っていそう。

　結果的に、野心がないわけではないと思いなおした、今日の〈書く〉。
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